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バ バ ー ド模型 に お ける軌道縮退効果
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　近年 、 縮退 したバ ン ドを持つ 強相 関電子系が注 目を集めて い る。 典型的な物質として知 られて

い るマ ンガ ン酸化物や ル テ ニ ウム酸化物におい て は、巨大磁気抵抗効果や トリプ レ ッ ト超伝導な

どの 興味深い現象が観測 されて い る。 また 、 重い 電子的な挙動を示す遷移金属酸化物 Liv204 や

最近盛 ん に研究 されて い る f電子 系 CeTIn5 （T ＝ Rh
，
Co

，
　Ir）に おい て も軌道の 自由度の 重要性が

指摘されて い る ［1、2，3，
4］。 こ の よ うに 、 上 記の 物質に おい て 縮退バ ン ドが重要な役割を して い

る こ とか ら、バ ン ド間相互 作用が金属的な性質に どの よ うに 影響を与えるの か明 らかにする必要

がある 。

　本講演で は 二 重縮退 した ハ バ ー
ド模型を取 り上 げ、 そ の低 温にお ける性質につ い て 議論した 。

ハ ミル トニ ア ン は以下の とお りで ある 。
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t， U ， ぴ ，
J はそれぞれ 、 サイ ト間の ホ ッ ピング、バ ン ド内の クー

ロ ン相互作用、バ ン ド間クー
ロ ン

相互作用 、
バ ン ド間交換相互作用を表す 。 こ の 縮退 ハ バ ー ド模型 における金属相の 安定性につ い て

調 べ るため 、 動的平均場近似 ［5］を用い た 。 こ こ では 、 有効不純物問題 を解 くため 、 厳密対角化法

［6］な らびに量子モ ンテ カル ロ法 ［7］を利用 し、 局所的な電子相関効果に つ い て正 確に取 り扱 っ た 。
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左 ： 繰 り込 み因 子の 等 高線 プ ロ ッ ト。右 ： σ ＝ 3．0 の 時の 状態 密 度の 温度変化 の 様子。上 か ら順 に β＝1，2，4，8、16

そ の 結果 、 U 〜 U ’
の時 、 軌道 自由度に伴うゆらぎに よ り金属相が安定化される こ とを明 らかに し

た ［8，9］。 さらに 、 帯磁率の 温度変化の 振 る舞い を解析す るこ とに よ り、 相 図の 上 半面 （σ 〉 σ
’

）
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に おける Mott 絶縁体 と右半面 （U ＜ U ’

）における Mott絶縁体 との 磁気的性質の 違い を明らかに

した 。 交換相互 作用の 符号 ［強磁性 （」 〈 0）、反強磁性 （」 ＞ 0）］につ いて も議論 し、 有効的な 自由

度が系 の 金属的性質と深 く関連 して い るこ とを明 らか に した ［8］。
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